
Ｑ この工事で気をつけていることがあれば教えて下
さい
Ａ 現場となる堤防は、歩行者・自転車等の利用者

が多いため、河川利用者と工事車両等が接触する
ような第三者災害に最も注意しています。

また、現場運営においては
河川利用者や地域の方々との
コミュニケーションを大切にし
ています。そのコミュニケー
ションで得られた要望を現場
に可能な限り反映して工事を
行う事を心掛けています。

江戸川 H28松戸河川維持工事

金杉建設（株）
現場代理人

松本 真之介

Ｑ この工事では、完全週休2日の試行をされていま
すが、休日はどの様に過ごされていますか？
Ａ 週末の連休は毎週の様に海に遊びに行って仲間と

サーフィンをしてリフレッシュしています。
大会に出場する事もあり、

仕事の面でもサーフィンの面
でも技術の向上に励んでいます。

～地域の安全・安心を持続的に確保する～

Ｑ この仕事でうれしかったことがあれば教えて下さい
Ａ 入社3年目で初めて現場代理人を努めた昨年度の

工事を責任をもって務め上げる事ができたことと、
その工事を無事やり遂げ、関東地方整備局長より優
秀工事技術者として表彰を頂いたことが嬉しかった
です。努力をすれば必ず評価してくれる方がいる事
が分かりました。
この仕事は若くてもチャンスが多く有る業界で、仕

事に対するチャレンジ精神を持ち、目標に向かって
努力すれば評価される仕事だと思います。

Ｑ この仕事を選んだ理由を教えて下さい
Ａ 建設業は地域住民が使用する道路や、災害から
守る堤防を作る事ができ、
地域の方々との関わりがなく
ては成功しない仕事です。人
から感謝される仕事がしたい、
そんな仕事が単純に「カッコ
イイ」と思ったからです。

Ｑ 今までの現場で記憶に残った仕事は？
Ａ 私は地域の方々とコミュニケーションを取りながら

の工事運営に重点を置き、地域の方々から親しまれ
る現場を目標としています。工事が終盤になって、
地域の方々が「工事が終って、会えなくなるのが寂
しい」と言ってくれた事が今でも忘れられません。
入社1年目で担当した堤防盛土工事では、先輩の

足を引っ張らないように我武者羅に頑張った結果、
工事が完成した時の達成感は何事にも代えがたい
達成感がありました。

Ｑ 松本さんのスピリッツ（技術者としての抱負）を
お聞かせ下さい
A 若手技術者で現時点では技術者としての知識が
乏しい部分がありますが、やる気と行動力により発
注者や下請協力業者の信頼を得ることと、経験を積
む事で発注者により良い技術提案を行い信頼される
現場監督になることです。

地域とのコミュニケーションを大切に
“信頼される現場監督”を目指しています。


